
1．計画策定の背景と目的

久米南町地域公共交通計画【概要版】
区域：久米南町全域 期間：2026年4月から2031年3月までの5年間

本町では、2021年3月に「久米南町地域公共交通計画」（以下、「前計画」と呼びます。）を策
定し、公共交通の利便性向上、「ひと」や「モノ」の交流促進に取り組んできました。
このたび、前計画の期間が2026年3月で満了したことから、前計画に掲げる事業の進捗状況や目

標の達成状況の検証を行い、本町を取り巻く社会環境の変化や課題、並びに「地域公共交通の活
性化及び再生に関する法律」に基づいた「久米南町地域公共交通計画」を新たに策定するものです。

2．地域公共交通の課題

1. カッピーのりあい号の遅延時間や待ち時間の
短縮

2. 車両更新時における小型化・バリアフリー対応
3. 町外への移動手段の確保
4. 住⺠や移動の目的地と連携した地域公共交通
の利用促進

5. 地域公共交通の待合環境の改善

現状・問題点を踏まえ、本町の地域公共交通の課題を次のとおりに整理しました。

目標値（2030年）現状値（2025年）評価指標

20,200人以上約19,500人カッピーのりあい号の利用者数1

12％以下約14％カッピーのりあい号の配車車両の遅延状況2

岡山方面：4種類
津山方面：2種類

岡山方面：4種類
津山方面：2種類

近隣市町との間の移動に利用できる公共交通機関
の種類3

233人以上（2030年度）233人（2023年度)町内の鉄道3駅における1日当たり乗車人員の合計4

4,600トリップ以上約4,400トリップカッピーのりあい号の「通院」「買い物」「自
宅」以外のトリップ数5

800個以上約800個カッピーのりあい号による荷物の配達個数6

22か所0か所カッピーのりあい号の主要乗降スポットにおける
カッピーのりあい号の周知状況7

4種類以上4種類地域公共交通に関する情報の発信手段8

8.4％以上8.4％カッピーのりあい号の収支率9

2,322円／人未満2,322円／人カッピーのりあい号の運行に係る町の公的負担の額10

5．計画の評価指標

2031年度2030年度
（5年目）

2028年度
（3年目）

2027年度
（2年目）

2026年度
（1年目）

年度

項目 上期下期上期…上期下期上期下期上期

事業実施

目標達成状況の評価

事業実施状況の評価

改善・反映

次期計画に向けた検討

検証結果を次年度以降
の事業に速やかに反映

6．計画の進捗管理

本計画の達成状況を評価するために、以下の指標を設定します。

本計画の推進と進捗管理は、久米南町地域公共交通会議が行います。
1．地域公共交通によって外出の機会が確保され、住⺠が笑顔で元気に暮らすことができる
2．地域公共交通を利用することで外出や交流が促進され、まちが賑わっている
3．運転免許を返納しても、地域公共交通を利用して通院や買い物をすることができる
4．地域公共交通を利用して、町外の高校へ通学することができる
5．⾏政や住⺠の適切な関与のもと、地域公共交通を持続的に運営する仕組みが構築されている

3．地域公共交通の目指す姿

6. 地域公共交通の利用方法に関するわか
りやすい情報提供

7. 運転手の確保
8. 宅配サービスなどによる安定収益確保
9. 町の財政負担額の適正化
10. 目標を確実に達成していくためのモニ

タリング

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月月
項目

事業の実施

●●●地域公共交通会議
確保維持改善計画提出 次年度予算要求 事業評価提出

評価対象期間（10月〜翌年9月）

Do（事業実施）

Act（改善・反映） Plan（次年度実施事業の検討）
Check（目標達成状況と事業
実施状況の評価）

▲ 地域公共交通の将来イメージ



【基本方針③】
町民・交通事業者・行政の適切な
関与による公共交通サービスの維持

に取り組む必要があります。町⺠、交通事業者、⾏政が各々の役割を果たし、相互に連携・協働
することで、⻑期的に安定した公共交通システムの構築を目指します。

公共交通の持続的な運⾏を確保するため、運転手確保への
支援、運⾏効率化のモニタリング、町の財政負担の適正化

目標⑥ 持続可能な公共交通を実現します。

施策 運転手確保への支援
 近隣市町と連携し、2種免許取

得者及び雇用者への取得費用の
補助等を活用した運転手確保の
支援を実施します。

施策 カッピーのりあい号の運⾏効率化
 カッピーのりあい号の利用実績をもとに、OD

（乗車・降車場所の組み合わせ）、乗車距離、
乗合率、旅客・貨物の構成比等の変化を分析し、
検証結果をもとに必要に応じて配車システムの
パラメータの見直しを実施します。

施策 収支状況の検証と運⾏体制の見直し
 カッピーのりあい号の収支率や公的

負担の額を毎年検証し、効率的な
運行車両台数や運用体制に
ついて検討します。

施策 計画の進捗管理と評価
 本計画の進捗状況や町内の

公共交通の利用状況をモニ
タリングし、定期的な検証
を実施します。

【基本方針②】
「ひと」がいきいき交流できる公共交通サービスの提供

地域公共交通を単なる移動手段としてではなく、住⺠の外出機会を創出し、地域の交流と賑わい
を⽣み出すツールとして活⽤することで、外出や交流が促進され、まちが賑わい、町⺠が笑顔で
元気に暮らすことができる地域社会の実現を目指します。

目標③ 地域公共交通を活⽤し、「ひと」や「モノ」の交流を促進します。

施策 外出機会の創出と利用促進
 老人クラブでの趣味活動や、

町内各所で実施されている
サロンや通いの場といった
余暇活動で外出する際の移
動手段として、社会福祉協
議会と連携した呼びかけ等
を継続的に実施し、カッ
ピーのりあい号の利用を促
進します。

目標④ 快適に公共交通を待てる場所をつくります。
施策 主要乗降ポイントにおける待合環境の整備と周知
 待合環境の整備に向け、役場

やコミュニティセンターを待
合スペースとして活用します。

 町内の公共施設等のカッピーのりあい号の主要な乗降
スポットに、公共交通の情報（カッピーのりあい号の
利用方法や鉄道の時刻表等）を掲示し管理します。

目標⑤ 利⽤者にとってわかりやすい情報を提供します。

施策 公共交通の利用方法や予約方法の周知
 町の公式ウェブサイトや広報紙「広報くめなん」

を活用し、地域住民に対して、カッピーのりあい
号や鉄道、タクシー等の町内公共交通の整備状況
や使い方について周知します。

施策 カッピーのりあい号の運⾏状況の見える化
 町の公式ウェブサイトや広報紙「広報

くめなん」を活用して、カッピーのり
あい号の利用の多い曜日や時間帯の情
報を利用者に対して周知します。

 鉄道や福渡病院線、空
港乗合タクシーについ
ても利用を促進するこ
とで、町民の外出機会
の創出につなげます。

 カッピーのりあい号を活用
した宅配サービスについて、
利用者や町内事業者への周
知を継続的に行うことで、
宅配サービスや個人宅間の
荷物配送サービスの充実を
図り、「ひと」や「モノ」
の移動を支えるいきいきと
した生活を実現します。

 SMS（ショートメッセージサービス）等を活
用し、利用者自身が乗車するカッピーのりあ
い号の運行状況について適宜情報を共有する
仕組みの構築を検討します。

 カッピーのりあい号の利用案内チラ
シの配布や、利用方法・予約方法に
関する出前講座を地域の要望に応じ
て実施します。

【基本方針①】
誰もが日常的に利用できる
公共交通サービスの確保

人口減少と高齢化が進む中、運転免許を返納した高齢者や自動
⾞を所有していない住⺠が、通院や買い物などの日常⽣活に

目標① 町内移動の利便性を維持・向上させます。

施策 カッピーのりあい号の遅延時間と待ち時間の短縮
 カッピーのりあい号の利用

実績をもとに、配車車両の
遅延時間や待ち時間を定期
的にモニタリングします。

施策 カッピーのりあい号の
車両更新

 利用者や交通事業者からの意
見を参考に、車両の小型化・
バリアフリー対応に向けた検
討を実施します。

目標② 町外への広域的な移動手段を確保します。

施策 近隣市町との間を結ぶ公共交通
サービスの維持

 交通事業者や関連自治体と連携し、現
在運行している近隣市町との間を結ぶ
交通手段（鉄道、福渡病院線、空港乗
合タクシー）を維持します。

4．計画の基本方針・目標・施策

必要な移動を確保できる環境を維持・整備することが重要です。公共交通の維持と利便性の向上
に取り組むことで、誰もが安心して利⽤できる公共交通の実現を目指します。

 モニタリングに加えて、
利用者や交通事業者への
ヒアリング調査を実施し、
待ち時間に関する実態を
把握します。

 モニタリングやヒアリング
調査の結果を踏まえ、運行
車両の追加等の待ち時間短
縮に向けた検討をします。


